
　
ふくろう販売管理のﾃﾞｰﾀを月単位で締め切ります。
月次処理では、「売上・仕入未計上チェック」、「原価再計算」、「入力可能年月日」の更新を行います。

１）　実行方法

①締め切りを実行する年月を指定します。
②対象を選択します。
③「実行ボタン」を押します。

・過去の指定年月や、月の途中、何度でも実行可能です。
・対象は必ず１つ以上を選択してください。
・指定年月の対象期間について
対象期間は「指定年月」の入力欄の横に自動表示されます。

例）運用設定メニューの「決算月日」が【XX99】（末締）の場合
指定年月の１日～末日が対象期間となります。

例）運用設定メニューの「決算月日が【XX20】（20締）の場合
指定年月の前月21日～指定年月当日の20日が対象期間となります。

２）　実行履歴の確認
月次処理の実行履歴を確認できます。

①「実行履歴」ボタンを押します。

月次処理

S11-07-01



３）対象について

●売上・仕入未計上チェック
指定年月の対象期間の、「売上伝票」「仕入伝票」の、計上チェックがオフの伝票を検索します。
オフの伝票が存在する場合は、未計上伝票リストが表示されます。
必要に応じで各伝票を修正で開き、計上チェックの内容を確認してください。

●原価再計算
伝票原価の洗い替え
売上原価計算法に、最終仕入、月別総平均、倉庫別移動平均が設定されている商品の
売上原価、出庫金額、生産払出金額は商品マスタの在庫単価が初期値として設定されます。
この在庫単価は、前月の実績をもとに算出された値であるため、当月の実績と乖離している
可能性があります。　原価再計算では、当月の取引をもとに新たに在庫単価を再計算し、指定年月中の
伝票の原単価と原価を更新します。
当月の利益を確認する前は、必ず原価再計算を実行してください。

月別総平均の在庫金額
棚卸評価法に月別総平均を設定している場合、原価再計算処理を実行することで、
月初在庫と当月仕入から当月の月別総平均単価を算出します。
在庫一覧表などの在庫金額は、ここで算出した月別総平均単価を使用し計算されるので、
当月の在庫金額を確認する前は、必ず原価再計算を実行してください。

商品マスタの在庫単価
原価再計算の処理を実行すると、その期間の伝票で一番最後に算出された各商品ごとの原価単価が
商品マスタの在庫単価に設定されます。
伝票入力時の売上原単価、出庫単価、生産払出単価はこの在庫単価が初期値として採用されます。

※　見積伝票の見積原価や受注伝票の受注原価の初期値も、商品マスタの在庫単価が初期値として
　　　設定されますが、原価再計算の対象ではないため洗い替えはされません。

●入力可能年月日の更新
運用設定の、入力可能年月日自の設定を、指定年月の対象期間Toの翌日に設定します。

月次処理

S11-07-02


